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【「総合的な学習の時間」の目標】
探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、

よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための
資質・能力を次のとおり育成する

研究テーマとその背景（経緯・設定意図）

子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、
様々な情報を見極め知識の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価値につなげて
いくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすることが求められている。

「自ら課題を見つけ、それを解決する力」を育成するため、
他者と協働し、自ら考え抜く学びが

十分なされていないのではないかという指摘もある。」

一人一人にとって
探究的な学習の充実」

学習の自己調整



何か解決したい課題と出会ったとき、
その課題を解決するための「問い」を自分でつくることができますか？

児童の実態と課題

TAN-Q（児童アンケート）より

はい

どちらかというと、

はい

どちらかというと、

いいえ

いいえ

チャレンジロード学習

前（４２人）

10%

29%

40%

21%

７割近く
が否定的

自分が生み出した問い
⇒解きたくなるのでは…？

問いをつくる力
⇒正解のない世の中だからこそ
必要な力なのでは…？

２９％
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課題設定

まとめ・表現

整理・分析

情報収集
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単元名「エシカルに生きる」   

探究課題：自分たちの消費生活とその裏に潜む問題とエシカルな消費生活支援に携わる人々の思い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今まで何気なくものを買ったり生活をしたりしていたけど、自分の消費生活が、世の中の問題に関係し
ていることがわかった。自分の消費生活を、どのように見直せばよいのだろう。 

自分にためではなく、未来の地球や誰かの役にたつ消費のことだとわかった。目には見えない人や地
域、社会、環境のことを考えて消費することが大切だ。みんなが協力すれば大きな力になるのにな。 

このプロジェクトの内容でエシカル消費について理解してもらえたのかな。より多くの人にエシカル消

費について知ってもらい、意欲的に取り組んでもらいたいな。プロジェクトをよりよいものにするため

には、どうすればよいのかな。もう一回、プロジェクトを練り直してみよう。 

コンシューマーズ京都の人に話を聞こう。 自分の消費生活を振り返ろう。 

京都府地球温暖化防止センターの人に話を聞こう。 

誰に・何を・どのように伝えるかを考えよう。 

プロジェクトを実行し、エシカル消費の魅力を発信しよう。 

もう一度、情報収集や整理分析をしよう。 修正してよりよいものにしよう。 

より効果的に成果を得るやめには、発信方法を工夫したり、継続して活動したりすることが大切なんだ

な。よりよくなったプロジェクトを多くの人に見てもらいたいな。 

エシカル消費についてまとめよう。 

消費の背景には、どのような影響があるのかということを意識して消費生活を送りたい。地球に存在す

るすべての命が豊かに成長するために、未来を生きる一人の人間として実践していきたい。 

学習を振り返って、これからについて考えよう。 

エシカルな生き方について考えて交流しよう。 

地球温暖化 地域活性化 貧困・児童労働 海洋汚染 動物福祉 

自分たちの消費生活と世の中の問題の関係を考えよう。 

自分たちの消費生活は、社会にどのような影響を及ぼしているだろう ５H 発見過程 

「TAIHOエシカルレンジャープロジェクト！」を提案しよう    １７ｈ 提案過程 

エシカル消費とは、どのような取組だろう             ６ｈ 追究過程 

発見過程 

プロジェクトをよりよくするためには、どのようにしたらよいのだろう ８ｈ 熟 成 過

程 

「TAIHOエシカルレンジャープロジェクト！」を実践しよう     ４ｈ 表現過程 

自
分
の
考
え
練
り
上
げ
る 

自
分
の
考
え
を
つ
く
る 

京都フォントの人に話を聞こう。 

京都生協の人に話を聞こう。 小川珈琲の人に話を聞こう。 

平飼い卵 認証商品 フードマイレージ フェアトレード商品 地産地消 エコ商品 

一人一人が、自分でプロジェクトを提案しよう。 

エシカル消費の魅力を発信しよう。 
 
専門家や職人の人の話を聞こう。 友達と交流することを通して、協力して取り組もう。 

ポスターで チラシで リーフレットで GIGA端末で 

自分たちのプロジェクトの成果や課題を交流しよう。 プロジェクトを実践しよう。 

自分は、友達と取り組んだほうが充実するから、グループをつくって、担当を決めて取り組もう。 

自分は、一回目の反省を生かして２回目のプロジェクトに挑みたいから、一人で取り組もう。 

キーワード 取り組み 

単元の学習対象に興味・関心をもちながら、
学習対象をとらえる過程

発見過程

単元の学習対象をさらに追究し、
学習対象に対する考えをつくる過程

追究過程

作った考えをもとに、自分事として地域や社
会に訴える内容や参画方法を考える過程

提案過程

提案する内容と方法の質を高め、
学習対象に対する考えを深める過程

熟成過程

学習対象に対する考えをまとめ、身に付けた
資質・能力をメタ認知する過程

表現過程

単元のおおまかな流れ



自分で、課題を設定したり、情報を収集したり、整理・分析したり、
まとめ・表現をしたりすることができる児童

一人一人の
探究的な学習を充実

一人一人が
自分の学習を自己調整

テーマ設定の理由 研究で目指す児童の姿

【「総合的な学習の時間」の目標】
よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を
育成する



8

みんなで、
探究的な学習に取り組む

（探究課題に対する共通の認識
を深め、意識を高める学習過程）

提案過程

表現過程

熟成過程

発見過程

追究過程

自分で、
課題を設定したり、
情報を収集したり、
整理・分析したり、
まとめ・表現を
したりする児童

自分で、
探究的な学習に取り組む

（探究課題に対する自分の認識
を深め、意識を高める学習過程）

チャレンジロード学習

「チャレンジロード学習」の提案



はい

どちらかというと、

はい

どちらかというと、

いいえ

いいえ

チャレンジロード学習

前（４２人）

4%

24%

42%

30 %
やりたいプロジェクトがあったけど、人数の
バランスをみて、第二希望へ移動したほうが
良いのかなと思ったから、ゆずった。

これまでの総合的な学習の時間で心残り（もっとしたかった）と思うことはありますか？

まだ調べたいことがあったのにも関わらず、
みんなに合わせることになってしまって、
僕が調べたいことができなかった。

結局、友達がほとんど作ってくれた。
そのときはよかったけど、あとになって後悔した記憶がある。

TAN-Q（児童アンケート）より

児童の本音

自分のペースで学びたいことを選び、
計画を立てて進めたかった

３０％

４２％



10

みんなで、
探究的な学習に取り組む

（探究課題に対する共通の認識
を深め、意識を高める学習過程）

提案過程

表現過程

熟成過程

発見過程

追究過程

自分で、
課題を設定したり、
情報を収集したり、
整理・分析したり、
まとめ・表現を
したりする児童

自分で、
探究的な学習に取り組む

（探究課題に対する自分の認識
を深め、意識を高める学習過程）

チャレンジロード学習

「チャレンジロード学習」の提案



活動をする見通しをもつ課題を設定する

個 別

協 働

一人一人の学びのイメージ「チャレンジロード学習（２９時間）」のイメージ図

ドローン
カード

ポイント
シート振り返る

問いかけエール

ふりかエール

チャレンジロードマップ

ポイントシート



               

 

 

 

 

 

 

 

 問いかけエール① 

何についてこの学習をすすめていきたいか 

★問いかけ合う中で、自分が興味・関心のあるものを 1つにしぼろう！ 
 

どこで？ 

なぜ？ 

全てがそうなの？ 
どうするべき？ 

いつ？ 

本当に？ 

他ではどうなの？ 

どういう意味？ 

だれ？ 

どのように？ 

どのような？ 

わからないは、悪いことではない 

わからないから、知りたいと思う 

わからないから、おもしろい 

学習テーマ

一人一人の興味・関心を具体的にするための「問いかけエール」



目的

取組 理由

「問いかけエール」を活用した課題の設定

               

 

 

 

 

 

 

 

 問いかけエール① 

何についてこの学習をすすめていきたいか 

★問いかけ合う中で、自分が興味・関心のあるものを 1つにしぼろう！ 
 

どこで？ 

なぜ？ 

全てがそうなの？ 
どうするべき？ 

いつ？ 

本当に？ 

他ではどうなの？ 

どういう意味？ 

だれ？ 

どのように？ 

どのような？ 

わからないは、悪いことではない 

わからないから、知りたいと思う 

わからないから、おもしろい 

なに

どうして
（なぜ）

どのような
（過程）

どうやって
（方法・手段）

何をしたいか、何をすべきか
見通しがもてた

児童のワークシート【問いかけエールを活用したとき】



時間 学習課題 ドローンカードより ❶❷❸を選んだ理由 次の時間の計画など

12時間目

自分の興味関心があ

るエシカル消費は、何

だろう

🐸 ❷ぴったり

ぼくの関心は「フェアトレード」だと思って

いました。でも、友達に、「本当に？」と聞

かれ、次に「どうするべき？」と聞かれたと

き、ぼくはフェアトレードじゃなくて地産地

消に関心があったんだと気が付たからで

す。

世界の課題も大切だけれど、ぼくはまず、地

域の課題を解決しないといけないことがわか

りました。地産地消については、聞いたことも

あったし、大切なことだとうことも知っていた

けど、知っているだけで行動にはうつしていま

せん。きっと、ぼくだけじゃないと思います。で

も、地産地消なら、ぼくにも何かできる気がし

ます。次の時間までに、お母さんと買い物に

行って、お店を見てこようと思います。次の時

間には、地産地消のデメリットも知りたいで

す。

進度

世界の課題も大切だけれど、
ぼくはまず、地域の課題を
解決しないといけないことが
わかりました。（以下省略）

でも、友達に、

からです。

ぼくの関心は「フェアトレード」だ思っていました。

ぼくはフェアトレードじゃなくて地産地消に関
心があったんだど気が付いた

自分も気付かなかった興味関心に気付く 自分の課題の設定

「本当に？」と聞かれ、次に
「どうするべき？」と聞かれたとき、

児童の振り返り【問いかけエールを活用したとき】



課題設定 情報収集 整理分析

まとめ

情報収集 整理分析情報収集

表 現まとめまとめまとめ
15

見通しをもち、自走する計画をたてるための「チャレンジロードマップ」

他者参照

自分の学習に生かす

教師からの助言

表 現



　　課題設定・・・
　　情報収集・・・
　整理・分析・・・
まとめ・表現・・・

課題設定

まとめ・表現

整理・分析

情報収集

児童の学習計画
時間 児童１ 児童２ 児童３ … 児童４５

1 …

2 …

3 …

4 …

5 …

6 …

7 …

8 …

9 …

10 …

11 …

12 …

13 …

14 …

15 …

16 …

17 …

18 …

19 …

20 …

21 …

22 …

23 …

24 …

25 ￥ …

26 …

27 …

28 …

29 …

30 …

31 …

32 …

33 …

34 …

35 …

36 …

37 …

38 …

39 …

40 …

表
現

熟
成

提
案

発

見

追

究

1回目プロジェクト

２回目プロジェクト

児童４５児童２児童１ 児童３

解決したい課題が一人一人異なる
⇒一人一人異なる学習活動



次時の計画など
（ポイントシートを参考に）

本時の
課題と計画

探究の
進度

学習方法の振り返り
（ドローンカードを参考に）

時間

前向きに振り返り、次の学習を自己調整する「ふりかエール（個人用）」

個人ページ用



前向きに振り返り、次の学習を自己調整する「ふりかエール（他者参照用）」

他者参照用

時間



他者参照用のふりかエールの仕組みとよさ

時間 この時間の学習課題 ドローンカード 学び方 次の時間の計画

前回の授業で

「次の時間の計画」に記入した内容

学習に向かう自分をド

ローンで見てみよう！

どんな様子だったかな？

❶❷❸のどれを選んだかな？

その理由を書こう！

例：❶を選んだのは、～だから。

  ○左のことから、次回の計画を立てよ

う！

3

動物園や薬局など動物にストレ

スのかかっている物はないのか

調べてきたものを、友達と情報

交換しながら分類する。

🐸🐸 ❷ぴったり

自分の時間を作ったので集中

してゆっくり焦らずできた。友

だちに話すことで、考えがまと

まりやすい。

アニマルウェルフェアについて京都

COOPさんの資料で調べる

4

アニマルウェルフェアについて京

都COOPさんの資料で調べる。
🐸🐸 ❸あたふた

まだまだ資料の読み取りが終

わっていなかった。資料はわ

かりやすいけど、難しい言葉が

多い。

資料の読み取りの続きをして、後半にＷＯ

ＲＤでまとめていく。

進度

今の自分の進度は何カエル？

（消したいときは、右上のDeleteを押すといいよ♪）

時間 この時間の学習課題 ドローンカード 学び方 次の時間の計画

前回の授業で

「次の時間の計画」に記入した内容

学習に向かう自分をド

ローンで見てみよう！

どんな様子だったかな？

❶❷❸のどれを選んだかな？

その理由を書こう！

例：❶を選んだのは、～だから。

 ○左のことから、次回の計画を立てよう！

児

童

G

アニマルウェルフェアについて京

都COOPさんの資料で調べる
🐸🐸0 0 0 0 0 0 0 0 ❸あたふた

まだまだ資料の読み取りが終

わっていなかった。資料はわ

かりやすいけど、難しい言葉が

多い。

資料の読み取りの続きをして、後半にＷＯＲ

Ｄでまとめていく。

児

童

H

再生可能エネルギーを作るため

にはどのようなことが必要なの

かや良さをタブレットで調べる。 🐸🐸0 0 0 0 0 0 0 0 ❸あたふた

どのような情報だったら相手

に分かりやすいかなどを考え

ながら情報を集めているのに

加えて、あまり時間がないとい

う2点が心の中にあったから。

今までの資料を見返しながら集めていく

今の自分の進度は何カエル？

（消したいときは、右上のDeleteを押すといいよ♪）

進度

←児童Gのふりかエール

時間

他者参照用ふりかエール→

個人用に入力すると、
自動で他者参照用に
コピーされる

他者参照 自分の学習に生かす 教師からの助言

児童名



学習を自己調整して次に生かす「ドローンカード」

方法・内容



時間 学習課題 ドローンカードより ❶❷❸を選んだ理由 次の時間の計画など

20時間目

どの情報が信用しても

らえるかを考えるため

に、自分の意見も考え

て書くようにする。

🐸🐸🐸🐸 ❷ぴったり

❷を選んだのは、原因、現状、影響をバラン

スよく、少しずつまとめることができたからで

す。

今回は、原因、影響、状況について少し調べて、

Yチャートでまとめてわかったことがありました。

前回つくったピラミッドチャートも間違いがない

か振り返っておきたいです。

21時間目

原因も大事だけれど、

現状、影響のほうが新

しい情報が多いとわ

かったので、その２つを

詳しくまとめていきたい

です。

🐸🐸🐸🐸🐸🐸 ❷ぴったり

❷を選んだのは、これまでのゲストティー

チャーからの情報の中にたくさんヒントがあ

るとアドバイスをもらえたので、最小限の調

べで、じゅうぶんだった。インターネットは情報

が多すぎるとわかった。

あれもこれも調べていたら、時間がなかったとい

うことに気付けました。次の時間からまとめを

作っていきたいです。そのときも、あれもこれもす

るのではなくて、本当に必要なものを考えないと

いけない。

進度

エールくんが４つ ぴったり

「ふりかエール」を活用した支援の例①

助言

児童が「ぴったり」だと判断していても、必要によって助言をする⇒



時間 学習課題 ドローンカードより ❶❷❸を選んだ理由 次の時間の計画など

17時間目

まだ、少し情報が少ないか

ら、集めて、より良いもの

を伝えられるようにした

い。そのために、何につい

てもっと深ぼりするか考え

ておきたい。（○○さんは、

ゲストティーチャーの思い

を考えたと、ふりかエール

に書いていた）

🐸🐸🐸🐸🐸🐸 ❶のんびり

⓵を選んだのは、今日は情報収集で、思

いを知ることが大切だと知り、どうやっ

て、誰の思いを知れるか、どうしたら障

害者福祉が広まるには、どんな誰の思

いを知ればよいかが初めあまりわから

なかったからだ。また、今日は情報収集

だったけれど、新しい情報は得られな

かったからだ。

次は、誰に、どこで伝えるかを決定させるか

ら、自分の、障碍者福祉のことを広めて、障

害のある人が活動しやすいようにする、とい

う目的を達成させるには、どこで、どんな人

に伝えるべきか考えていきたい。また、障害

のある人に聞きたい思いも絞っておく。

18時間目

誰に、どこで伝えるかを決

定させるから、自分の、障

碍者福祉のことを広めて、

障害のある人が活動しや

すいようにする、という目

的を達成させるには、どこ

で、どんな人に伝えるべき

か考えていきたい。

🐸🐸🐸🐸🐸 ❸あたふた

⓶を選んだのは、ゲストティーチャーにお

話を聞いて、聞きたいことを聞け、そこか

らさらに聞きたいことも増えて、広がった

からだ。でも、障碍者福祉の話をもっと

聞きたいし、知らないといけないと思った

ので、エールくんが減りました。

次は、まとめていこうと思う。でも、その前に

障害のある人の思いも聞きたいと思った。

今回ゲストティーチャーの話を聞いて、イン

ターネットではわからない思いを知れたけ

れど、まだ未解決のことがある。先生がヒン

トみたいに、実際に困ったことがあるかもし

れない障害のある人にも、細かい気持ちを

聞くといいかもしれない。もっと詳しいことを

知りたいと思った。だから、もう少し情報収

集して、思いを知りたい。

19時間目

休み時間に、リモートで、

障害をもちながもアーティ

ストとして活躍されている

方にお話を聞けたので、そ

の情報と今までの情報を

整理したい！！ 🐸🐸🐸🐸🐸🐸🐸 ❷ぴったり

2を選んだのは、障碍者福祉のために、

消費者は何をすればよいのかを伝えた

ほうが良いかわかったことで、ピラミッド

チャートで整理して、まとめることができ

たからだ。人の思いについて情報を集め

ることができていたので、安心していま

す。

次は、今回まとめて、消費者がやるべきこと

の一番は障害のある人の気持ちを知るべ

きだと思ったから、そのことを踏まえて、これ

までの情報や友達との話につなげられるよ

う、まとめていきたい。また、まとめでは自分

の体験や意見を入れることで、より聞く人に

広めることができると思うから、話を聞いて

思ったこと、さらにどうすればよいと思った

のかもまとめたいし、自分も障碍者福祉に

役立てられることを探したい。

進度

カエルマークが
減っている

「ふりかエール」を活用した支援の例 ②

①を選んだのは、ゲストティーチャーにお話を聞いて、
聞きたいことを聞け、そこからさらに聞きたいことも
増えて、広がったからだ。でも、障碍者福祉の話を
もっと聞きたいし、知らないといけないと思ったので、
エール君が減りました。

後退したわけではなく
意識が高まった

探究の進度から、児童の悩みに助言する⇒



一人一人の探究を支える「ポイントシート」

意識が高まったから
使わなくなった
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学習の自己調整の推移（ドローンカードによる）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1118 19 2315 16 17 20 21 22 24 25

８２％

１０％

８％
２１％

２３％

５６％



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1118 19 23

のんびりゾーンの割合の推移（ドローンカードによる）

15 16 17 20 21 22 24 25

８％

２１％

少数⇒自分がやるべきことを
わかっている児童が多い

（時間）



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1118 19 23

あたふたゾーンの割合の推移（ドローンカードによる）

15 16 17 20 21 22 24 25

１０％
２３％

ゲストティーチャーの来校など
予定になかったことが設定されたときに

大きな変化が現れた

（時間）



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1118 19 23

ぴったりゾーンの割合の推移（ドローンカードによる）

15 16 17 20 21 22 24 25

８２％

５６％

ゲストティーチャーの来校など
予定になかったことが設定されたときに

大きな変化が現れた

（時間）



ドローンカードによる学習の自己調整の推移
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８割以上の児童が学習方法・内容を「ぴったり」にすることができた

協働
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毎時間生まれる協働的な探究の様子

共通の認識が協働を生む



児童 学習課題 ドローンカードより ❶❷❸を選んだ理由 次の時間の計画など

D

児

ゲストティーチャーの水島

さんに地産地消の地域活

性化について聞く。

🐸🐸🐸🐸🐸 ❷ぴったり

❷を選んだのは、ちゃんと理解できてい

なかった地域活性化の仕組みが、ゲスト

ティーチャーに分かりやすく教えてもらっ

て分かったから。今のままチラシを作れ

ばそれほど心に響かないチラシになっ

ていたかもしれないけれど、「少しの工

夫が未来のためになるけれど、あなたは

どうしますか」と心に響きそうなチラシ

が出来そうだから。

世界の問題を自分の問題としてとらえれば

エシカル消費を積極的に取り組めると思う

ということを○○さんと話し、気付いた。けれ

ど、そもそも世界の問題を知らないから、自

分の問題としてとらえられなかったりするか

ら、自分たちがどのようなことをするかが重

要。チラシを作るときには心に響かせるよう

な気持ちで作るようにしたい。次は資料を

ワードで作りたい。

E

児

自分が作ったチラシを友

だちにアドバイスをもらお

う！

🐸🐸🐸🐸🐸 ❸あたふた

➌を選んだのは、友達にアドバイスをも

らったら、Wordで作ったほうがいいと

思ったからだ！

　次回までにWordに伝えたいことをかいて

おきたい。セリフをちょっとでも覚えていきた

いと思った！でもその前に友達にアドバイス

をもらおうと思った！

F

児

ちらしの内容を考えるため

に、メリットとデメリットの

中でも何を入れるべきか

をしっかりと考えていきた

い。
🐸🐸🐸🐸 ❸あたふた

ちらしの構造はある程度考えられたけ

ど、内容まではそこまで考えられんかっ

たから。でも、友達や先生と一緒に内容

や構造を考えれたからそのような点では

良かったと思う。これからも自分だけで

なく周りに聞くということを大切にしてい

きたい。

次の学習では、今回の続きの構造と内容を

考える部分をやっていきたい。できたら、ち

らし作成に入っていきたい。

あと、友達と話し合いながら内容を考えてい

きたい。

進度

友達と話して、気づいた

これからも、周りに聞くことを
大切にしていきたい

友達や先生と一緒に

友達にアドバイスをもらったからだ

友達と話合いながら内容を
考えていきたい

友達にアドバイスをもらおうと思った

「一人一人の探究」に欠かせない協働

個人内対話だけでなく他者と話すことで、自分の気付かない自分に気付く
⇒自己調整につながる
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≪「表現」の様子≫

自分で交渉

呼び込み

一人一人
が発信

エシカル消費のよさは
伝わったけれど、それが
行動となるためには、
どうしたらいいのかな…

字が多すぎたなあ。
イラストのほうが
インパクトがある
のかもしれない。

自分の知らないこ
とを、地域のひと
から質問された！
どうしよう…

事実はたくさん
伝えることができた
けれど、自分の考えが
少ないな・・・

探究的な学習の充実を目指して



軌 道 修 正

問い
解決できた

問い
解決できなかった

さらに磨かれた問い
学習意欲

UP

原因分析

振り返り問いの設定

問いの設定や振り返りを充実する価値
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36

21

44

40

21

29

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チャレンジロード学習

前（４２人）

チャレンジロード学習

後（３９人）

はい どちらかというと、はい どちらかというと、いいえ いいえ
TAN-Q（児童アンケート）より

何か解決したい課題と出会ったとき、
その課題を解決するための「問い」を自分でつくることができますか？

０

児童の変容 ～問いづくり～

自分が生み出した問いは解きたくなる⇒主体的に取り組むことができる

そ
う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q
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29

46

43
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14

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チャレンジロード学習

前（４２人）

チャレンジロード学習

後（３９人）

はい どちらかというと、はい どちらかというと、いいえ いいえ
TAN-Q（児童アンケート）より

相手や目的に合わせて、
自分の考えを、きちんと整理して表現をする工夫ができていますか？

児童の変容 ～表現～

自分の考えを表現できる＝情報を分析し他者と協働することで自分の考えを構築

そ
う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q
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31
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

チャレンジロード学習

前（４２人）

チャレンジロード学習

後（３９人）

はい どちらかというと、はい どちらかというと、いいえ いいえ

TAN-Q（児童アンケート）より

学習の進め方を振り返り、次の学習に生かすことができていますか？

児童の変容 ～自己調整～

振り返りの充実⇒次回の学習への取り組みの充実につながる

TAN-Q（児童アンケート）よりそ
う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q
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19

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チャレンジロード学習

前（４２人）

チャレンジロード学習

後（３９人）

はい どちらかというと、はい どちらかというと、いいえ いいえ
TAN-Q（児童アンケート）より

身の回り、地域、社会（世の中）の出来事について、「もっと知りたい」と思うことはありますか？

０

そ
う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q

身の回り、地域、社会（世の中）の出来事について、興味関心をもつ児童が増えた

児童の変容❶ ～興味・関心をもつ～
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

チャレンジロード学習

前（４２人）

チャレンジロード学習

後（３９人）

はい どちらかというと、はい どちらかというと、いいえ いいえ
TAN-Q（児童アンケート）より

身の回り、地域、社会（世の中）の出来事について、「どうしてだろう」と思うことはありますか？

０

児童の変容❷ ～疑問を抱く～

そ
う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q
身の回り、地域、社会（世の中）の出来事について、疑問をもつ児童が増えた
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

チャレンジロード学習

前（４２人）

チャレンジロード学習

後（３９人）

はい どちらかというと、はい どちらかというと、いいえ いいえ
TAN-Q（児童アンケート）より

身の回り、地域、社会（世の中）の出来事について、
「このままでいいのかな」と思うことはありますか？

０

児童の変容❸ ～自分ごとにする～

そ
う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q

身の回り、地域、社会（世の中）の出来事について、興味関心をもつ児童が増えた



「もっと知りたい」と思うこと

「どうしてだろう」と思うこと

「このままでいいのかな」と思うこと
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チャレンジロード学習
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チャレンジロード学習
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はい どちらかというと、はい どちらかというと、いいえ いいえ
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

チャレンジロード学習

前（４２人）

チャレンジロード学習

後（３９人）

はい どちらかというと、はい どちらかというと、いいえ いいえ

興味関心を
もつ

問題意識を
もつ

自分事として
とらえる

児童の変容❶❷❸からわかること

実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立てることができている

そ
う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q



得意な分野を生かしながら、
友達と協力しすることで、
お互いのよさを知ったから。

自分の知らなかったことを自分で知ろう
とする楽しさを知ることができたから！

今まで興味もなかったことに興味を持
てるようになり、その問題を解決しよう
と社会貢献ができるようになるから。

いろんな社会問題に問題を投げかけ、
それに対する答えを導き出すことは、
もしかしてこれから必要なのかな？と
思っているから、この授業が好きです。

難しいし大変だけど、世界の問題に
貢献できていると思ったとき、
自分もだれかのことを幸せにする
ことができるんじゃないかな？と
思えてうれしくなったからです。

相手がいやな気持ちにならいよう、でも、
自分の意見を言うためにどうすれば良いか、
表情や言葉選びの大事さを学んだから。

テレビやYouTubeの
内容をみて、「本当やろか？」と考え
る自分になりました。

諦めずに最後までやり抜くことが、
面白いと思ったから、好きになった！

自分の良いところを知れた気がするから。

自己
肯定感

協調性

問題
解決力

批判的
思考

自己
有用感

向上心

児童の学びの実感



・本当に一人一人の能力を最大限にのばすことができているのか

＜課題＞

・ひとりで学習をすることが苦手な児童への最適な支援

・TAN－Qで、マイナス評価をしている児童への支援

「一人一人の探究的な学習」の課題

・カリキュラム開発の体制づくり

そ
う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q



一人一人の探究的な学習の充実

～総合的な学習の時間における、「チャレンジロード学習」～

京都市総合教育センター
研究課研究員
河合 静香 そ

う
だ

探
究
、

し
よ
う
。

TAN-Q



 

 

  単
元
名
「
エ
シ
カ
ル
に
生
き
る
」

  
 

探
究
課
題
：自

分
た
ち
の
消
費
生
活
と
そ
の
裏
に
潜
む
問
題
と
エ
シ
カ
ル
な
消
費
生
活
支
援
に
携
わ
る
人
々
の
思
い

 

          
 

                              

今
ま
で
何
気
な
く
も
の
を
買
っ
た
り
生
活
を
し
た
り
し
て
い
た
け
ど
、
自
分
の
消
費
生
活
が
、
世
の
中
の
問
題
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自
分
の
消
費
生
活
を
、
ど
の
よ
う
に
見
直
せ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。

 

自
分
に
た
め
で
は
な
く
、
未
来
の
地
球
や
誰
か
の
役
に
た
つ
消
費
の
こ
と
だ
と
わ
か
っ
た
。
目
に
は
見
え
な
い
人
や
地

域
、
社
会
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
消
費
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
み
ん
な
が
協
力
す
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
の
に
な
。

 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
で
エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
た
の
か
な
。
よ
り
多
く
の
人
に
エ
シ
カ
ル
消

費
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
な
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
な
。
も
う
一
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
練
り
直
し
て
み
よ
う
。

 

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
ズ
京
都
の
人
に
話
を
聞
こ
う
。

 
自
分
の
消
費
生
活
を
振
り
返
ろ
う
。

 

京
都
府
地
球
温
暖
化
防
止
セ
ン
タ
ー
の
人
に
話
を
聞
こ
う
。

 

誰
に
・
何
を
・
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
を
考
え
よ
う
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
。

 

も
う
一
度
、
情
報
収
集
や
整
理
分
析
を
し
よ
う
。

 
修
正
し
て
よ
り
よ
い
も
の
に
し
よ
う
。 

よ
り
効
果
的
に
成
果
を
得
る
や
め
に
は
、
発
信
方
法
を
工
夫
し
た
り
、
継
続
し
て
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ

な
。
よ
り
よ
く
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
な
。

 

エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

 

消
費
の
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
消
費
生
活
を
送
り
た
い
。
地
球
に
存
在
す

る
す
べ
て
の
命
が
豊
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
未
来
を
生
き
る
一
人
の
人
間
と
し
て
実
践
し
て
い
き
た
い
。

 

学
習
を
振
り
返
っ
て
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

 

エ
シ
カ
ル
な
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
交
流
し
よ
う
。

 

地
球
温
暖
化

 
地
域
活
性
化

 
貧
困
・
児
童
労
働

 
海
洋
汚
染

 
動
物
福
祉

 

自
分
た
ち
の
消
費
生
活
と
世
の
中
の
問
題
の
関
係
を
考
え
よ
う
。

 

自
分
た
ち
の
消
費
生
活
は
、
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
だ
ろ
う

 
５

H
 

発
見
過
程

 

「
T

A
IH

O
エ
シ
カ
ル
レ
ン
ジ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
を
提
案
し
よ
う

 
 

 
 
１
７
ｈ

 
提
案
過
程

 

エ
シ
カ
ル
消
費
と
は
、
ど
の
よ
う
な
取
組
だ
ろ
う

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
６
ｈ

 
追
究
過
程

 

発
見
過
程

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

 
８
ｈ

 
熟

成
過

程
 

「
T

A
IH

O
エ
シ
カ
ル
レ
ン
ジ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
」
を
実
践
し
よ
う

 
 

 
 

 
４
ｈ

 
表
現
過
程

 

自 分 の 考 え 練 り 上 げ る 自 分 の 考 え を つ く る 

京
都
フ
ォ
ン
ト
の
人
に
話
を
聞
こ
う
。

 

京
都
生
協
の
人
に
話
を
聞
こ
う
。

 
小
川
珈
琲
の
人
に
話
を
聞
こ
う
。

 

平
飼
い
卵

 
認
証
商
品

 
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

 
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品

 
地
産
地
消

 
エ
コ
商
品

 

一
人
一
人
が
、
自
分
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
し
よ
う
。

 

エ
シ
カ
ル
消
費
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
。

 
 専
門
家
や
職
人
の
人
の
話
を
聞
こ
う
。

 
友
達
と
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
協
力
し
て
取
り
組
も
う
。 

ポ
ス
タ
ー
で

 
チ
ラ
シ
で

 
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

 
G

IG
A
端
末
で

 

自
分
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
や
課
題
を
交
流
し
よ
う
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
し
よ
う
。

 

自
分
は
、
友
達
と
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
充
実
す
る
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
、
担
当
を
決
め
て
取
り
組
も
う
。 

自
分
は
、
一
回
目
の
反
省
を
生
か
し
て
２
回
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
み
た
い
か
ら
、
一
人
で
取
り
組
も
う
。

 

キ
ー
ワ
ー
ド

 
取
り
組
み
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14 15 16 17 18

お
お
と
り
タ
イ
ム
で
は
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
や
よ
さ
を
生
か
す
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

お
お
と
り
タ
イ
ム
で
は
、
熱
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
て
い
ま

す
か
。

お
お
と
り
タ
イ
ム
（総
合
的
な
学
習
の
時
間
）で
、
心
残
り
（も
っ
と

し
た
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
）は
あ
り
ま
す
か
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

身
の
回
り
、
地
域
、
社
会
（世
の
中
）の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
、

「も
っ
と
知
り
た
い
」と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

身
の
回
り
、
地
域
、
社
会
（世
の
中
）の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
、
「ど

う
し
て
だ
ろ
う
」と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

身
の
回
り
、
地
域
、
社
会
（世
の
中
）の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
、
「こ

の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
」と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

②
～
④
に
つ
い
て
、
家
族
や
友
だ
ち
、
学
校
の
先
生
な
ど
に
、
自

分
か
ら
話
し
て
い
ま
す
か
。

②
～
④
は
、
そ
の
答
え
を
出
せ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
か
。

何
か
解
決
し
た
い
課
題
と
出
会
っ
た
と
き
、
そ
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
「問
い
」を
自
分
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

自
分
で
情
報
を
集
め
る
と
き
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
集
め
て
い

ま
す
か
。
（い
く
つ
答
え
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

調
べ
た
情
報
を
、
ノ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
G
IG
A
端
末
を
使
っ

て
メ
モ
し
た
と
き
に
、
あ
と
か
ら
す
ぐ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
て
保
管
し
て
い
ま
す
か
。

自
分
で
、
集
め
た
情
報
を
仲
間
分
け
し
た
り
、
図
や
表
を
使
っ
て

整
理
し
た
り
す
る
な
ど
、
し
て
い
ま
す
か
。

そ
こ
か
ら
、
自
分
な
り
に
気
付
い
た
り
、
新
た
に
発
見
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

相
手
や
目
的
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
考
え
を
、
き
ち
ん
と
整
理
し

て
表
現
を
す
る
工
夫
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

課
題
に
つ
い
て
調
べ
て
ま
と
め
た
こ
と
で
、
「つ
ま
り
〇
〇
と
い
う

こ
と
だ
」「
～
し
て
い
こ
う
」な
ど
、
自
分
の
答
え
を
も
て
て
い
ま
す

か
。

答
え
を
も
っ
た
あ
と
に
、
さ
ら
に
、
「も
っ
と
知
り
た
い
」「
ど
う
し
て

だ
ろ
う
」「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
」と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

学
習
の
進
め
方
を
振
り
返
り
、
次
の
学
習
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
か
。

お
お
と
り
タ
イ
ム
は
、
好
き
で
す
か
。
※

資
料
４

TA
N
-Q
の
結
果
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